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日光二荒山神社拝殿前に設置されている「良い縁うさぎ」像
日光市では6月24日、25日にＧ７男女共同参画・女性活躍担当大臣会合が開催される
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
５
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
に
加
え
て
、
原
油
価
格
の
高
騰

や
原
材
料
等
の
価
格
上
昇
、
電
子

部
品
や
部
材
の
不
足
な
ど
で
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
、
非
常
に
不
安
定
な
国

際
情
勢
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
多
く
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
は
、

人
手
不
足
や
高
齢

化
な
ど
の
構
造
変
化

に
加
え
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｄ
Ｘ
の
対
応
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
事
業
環
境
変

化
や
働
き
方
改
革
、
イ
ン
ボ
イ
ス

等
の
制
度
改
正
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
で
は
、

融
資
・
資
金
繰
り
、
各
種
の
給
付
金・

支
援
金
・
協
力
金
の
申
請
、
従
業

員
の
雇
用
確
保
対
策
な
ど
伴
走
型

で
の
様
々
な
経
営
支
援
を
全
力
で

行
い
、
小
規
模
事
業
者
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
最
大
の
機
能
を

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
国
・

県
の
支
援
策
が
各
地
域
に
十
分
に

行
き
渡
り
、
会
員
の
方
々
が
一
日

も
早
く
回
復
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
商
工
会
組

織
を
あ
げ
て
支
援
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

　

商
工
会
組
織
が
こ
れ
か
ら
も
会

員
企
業
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
に

は
、
一
層
、
支
援
を
充
実
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
組

織
強
化
の
た
め
に
は
、
新
規
会
員

獲
得
を
進
め
組
織
率

を
向
上
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
県

内
33
商
工
会
が
一
致

団
結
し
、
新
た
な
未
来
に
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
年
中
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
が
相
次
い
だ
こ
と
で
希
薄
化
し

た
地
域
住
民
と
会
員
事
業
者
と
の

関
係
性
の
回
復
を
図
り
、
企
業
マ

イ
ン
ド
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、

地
域
内
の
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
県
北
地
区
１
カ
所

と
県
南
地
区
１
カ
所
で
軽
ト
ラ
市

の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
会
員
皆
様
の
参
加
並
び
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に

関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組

ま
れ
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

皆
様
と
共
に
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
、
我
が
国
で
初
め

て
と
な
る
Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・
女
性

活
躍
担
当
大
臣
会
合
が
本
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
を
と
ら
え
、
栃
木

県
の
魅
力
・
実
力
を
広
く
国
内
外
に
発

信
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
開
催

さ
れ
た
「
い
ち
ご
一

会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
県
選
手
団
の
活
躍
に

感
動
と
勇
気
を
も
ら
う
と
と
も
に
、
県

民
総
参
加
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
収

め
て
成
功
裏
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
な
ど
、
両
大
会
を
通
し

て
培
わ
れ
た
有
形
・
無
形
の
レ
ガ
シ
ー

を
確
実
に
継
承
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
・
医

療
提
供
体
制
の
整
備
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

促
進
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め

ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
国
や
市

町
、
関
係
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
、

県
民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
必
要
な
対
策
に
万
全
を
期
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
地
域
経

済
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
社
会
経
済
活
動
の
回
復
に

向
け
、
各
種
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
強
靱
で
稼
ぐ
力
の
あ
る
産
業
基

盤
の
確
立
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
栃
木
県
重
点
戦
略
「
と

ち
ぎ
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
本

県
の
将
来
像
「
人
が
育
ち
、
地
域
が
活

き
る　

未
来
に
誇
れ
る
元
気
な
＂
と
ち

ぎ
＂」
を
実
現
す
る
た
め
、
国
の
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

に
も
呼
応
し
な
が
ら
、
本
県
版
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
「
と
ち

ぎ
創
生
１
５
戦
略
（
第
２
期
）」
と
連

携
し
、
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
よ
り
積
極
的
に
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
と

し
ま
し
て
、
若
者
や
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

結
婚
の
希
望
を
か
な
え
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
発
展
と
地
域
課
題
の

解
決
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

（Society5.0

）
の
実
現
を
目
指
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
オ
ー
ル
栃
木

体
制
に
よ
る
脱
炭
素
化
の
取
組
を
着

実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お

き
ま
し
て
も
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に

と
ら
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
課
題
解
決
や
魅
力
向
上

を
図
り
、
未
来
に
誇
れ
る
「
新
し
い
と

ち
ぎ
」
づ
く
り
に
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
伴
走
型
支
援
と

需
要
の
喚
起
を
！

き
め
細
や
か
な
伴
走
型
支
援
と

需
要
の
喚
起
を
！

き
め
細
や
か
な
伴
走
型
支
援
と

需
要
の
喚
起
を
！

き
め
細
や
か
な
伴
走
型
支
援
と

需
要
の
喚
起
を
！

経
済
発
展
と
地
域
課
題
の
解
決
を

両
立
出
来
る
社
会
を
目
指
し
て

栃木県

知 事　福田		富一
栃木県商工会連合会

会 長　福田		徳一

　

商
工
会
会
員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
本
年
は
、
明
治
６

（
１
８
７
３
）
年
に
栃
木
県
と
宇
都
宮

県
が
合
併
し
、
お
お
む
ね
現
在
と
同

じ
県
域
の
栃
木
県
が
誕
生
し
て
か
ら 

１
５
０
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
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今年の目標・抱負今年の目標・抱負今年の目標・抱負今年の目標・抱負
2023 商工会長

理　事 菅 沼　 清
〔足尾町〕

会員満足度と
組織率の向上

理　事 小 島 三 利
〔野木町〕

笑顔で、１チーム
で乗り越えよう

監　事 加 藤　 有
〔氏　家〕

コロナに負けない
心はひとつ　
　元気です氏家

下野市 長　 光 博

頼れる、頼られる
商工会　
会員満足度の向上

にのみや 髙 橋 秀 典

強い思いをもっ
て、行動の時

芳賀町 田 川 治 道

LRT で目指そう
活力ある商工業

高根沢町 佐 藤 金 司

前向きで繁盛を！
夜明けはそこだ！

那須塩原市 鈴 木 耕 二

今！会員と共に
変わるときがき
た

専務理事 稲 葉 光 二
〔商工連〕

値上時代の到来。
是非、価格転嫁
を‼

理　事 石 川 陽 一
〔市貝町〕

企業としての
フィロソフィを
貫く

理　事 三 森 節 子
〔県女性連〕

輝く女 性、輝く
地域をつくろう

上三川町 鶴 見 秀 昭

今こそ地産地消
だべ  
　卯、卯、卯

粟　野 井 戸 道 廣

インボイスに対応
する会員支援

藤岡町 伊 藤 邦 夫

会員が主役の商
工会を再認識す
る

黒　羽 園 部 賢 一

地域が一つに、
何をやるか！

足利市坂西 田 中 美 雄

会員への支援
強化と地域に
活力を！

副会長 薄 井 正 明
〔那須町〕

会員とともに歩
む・商工会

理　事 佐 藤 幹 雄
〔西那須野〕

会員と共に行動
そして一歩前に

理　事 深 津　 晃
〔県青連〕

繋がりを意識した
地域経済活性化

矢板市 東 泉 清 壽

夢と希望がある
元気な街を
目指す

西　方 山 岸 弘 幸

守りから新たな
世界の発掘旅に！

石　橋 吉 田 宗 司

飛躍的に
向上する商工会を
目指す

大平町 阿 部 勝 彦

更なる支援強化
で会員増強を図
る

那珂川町 薄 井 健 博

地 域 活 性 化 の
ために会員と共
に！

佐野市あそ 松 本 常 治

会員企業の支援
強化と地域力向
上

副会長 安 藤 芳 雄
〔岩舟町〕

創意工夫で会員
企業に貢献する

理　事 関　 一 男
〔喜連川〕

『提案』と
『行動』が
喜連川を変える

理　事 三 室 一 男
〔都賀町〕

商工会なくして
地方活性化なし！

監　事 塚 本 裕 昭
〔益子町〕

会員ニーズの把
握・支援の徹底

うつのみや市 間 島 良 二

強い正義感と
信念による行動力

壬生町 赤羽根信行

活力ある
地域社会を築く

小山市おもいがわ 大 森 順 一

情報とサービス、
そして会員増強

那須烏山 棚橋	誠一郎

飛躍へ心のベク
トルを切り変える

湯津上 越 沼 哲 士

挑戦する会員を
後押しします

茂木町 手 嶋 崇 夫

うさぎ年、
大きな飛躍の
一年に
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第
62
回
商
工
会
全
国
大
会

が
、
11
月
10
日
、
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
の
商
工
会
長
や
役

員
等
約
２
４
０
０
人
が
出
席
、

本
県
か
ら
は
福
田
徳
一
商
工
連

会
長
を
は
じ
め
70
人
が
参
加
し

た
。
大
会
で
は
来
賓
と
し
て
、

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
西

村
康
稔
経
済
産
業
大
臣
等
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

森
義
久
全
国
連
会
長
は
、
会

長
挨
拶
で
「
商
工
会
は
、
様
々

な
各
種
支
援
策
を
い
ち
早
く
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
届
け
る

な
ど
、
地
域
の
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
の
機
能
を
着
実
に
発

揮
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
に
は
大
き
な

社
会
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
特
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
販
路
開
拓
や
第
三

者
承
継
を
含
む
事
業
承
継
支

援
、
自
然
災
害
等
に
備
え
た
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
伴
走
支

援
を
通
じ
て
的
確
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
商
工
会
は
唯
一
無
二

の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
地
域
経
済
の
持
続
的
か
つ

安
定
的
な
発
展
、
ひ
い
て
は
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
に
も
寄

与
し
て
い
け
る
よ
う
邁
進
し
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

　

大
会
は
意
見
表
明
に
続
き
、

６
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

し
た
後
、
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
、
全
国
連
会
長
表
彰
等
が
行

わ
れ
、
本
県
か
ら
役
員
功
労
者

な
ど
28
名
と
事
業
推
進
優
良
商

工
会
等
表
彰
と
し
て
、
益
子
町

商
工
会
と
粟
野
商
工
会
が
表
彰

さ
れ
た
。

（
受
賞
者
名
は
下
記
に
記
載
）

大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施
な
ど
６
項
目

     

国
に
対
し
強
く
要
請
す
る
こ
と
を
決
議挨拶をする森義久全国連会長

中小・小規模事業者の新たな支援ニーズに伴走支援で応える 第62回
商工会全国大会
第62回

商工会全国大会

全国大会が挙行された会場内

大 会 決 議
１．中小企業・小規模事業者の支援に重点を置いた大型経済対策の早期実施
１．地域を支える小規模事業者に対する支援策の大幅拡充
１．小規模事業者等に寄り添って支援する商工会の体制強化
１．企業力向上のための税制・金融、労務支援等の制度の改正・拡充
１．リスクマネジメント支援の強化及び災害からの復興
１．地域を支え、共に歩む唯一の経済団体としての商工会の組織力強化

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

役
員
功
労
者

都　

賀　

町 

理　

事　

谷
中
俊
太
郎

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

役
員
功
労
者

矢　

板　

市 

会　

長　

東
泉　

清
壽

　
　

〃 

副
会
長　

代
田　

有
史

　
　

〃 

理　

事　

山
口　

貴
司

　
　

〃 

理　

事　

笹
沼　
　

守

上
三
川
町 

副
会
長　

石
塚　
　

毅

　
　

〃 

理　

事　

宇
津
木　

正

　
　

〃 

理　

事　

髙
田　

和
幸

下　

野　

市 

理　

事　

川
俣　

宜
美

足　

尾　

町 

会　

長　

菅
沼　
　

清

　
　

〃 

理　

事　

齊
藤　

幸
一

　
　

〃 

監　

事　

神
山　

栄
司

茂　

木　

町 

副
会
長　

半
田　

和
男

　
　

〃 

副
会
長　

河
上　

哲
也

　
　

〃 

理　

事　

関
根　

良
和

壬　

生　

町 

理　

事　

稲
葉　

俊
夫

　
　

〃 

理　

事　

髙
田　
　

弘

石　
　
　

橋 

理　

事　

竹
中　

宏
之

小　

山　

市 

理　

事　

黒
須　

恒
芳

岩　

舟　

町 

会　

長　

安
藤　

芳
雄

都　

賀　

町 

理　

事　
早
乙
女
か
ず
子

氏　
　
　

家 

理　

事　

植
木　

啓
之

那
須
烏
山 

理　

事　

糸
井　

政
俊

青
年
部
功
労
者

商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
岩
舟
町
）

　
　
　
　

会　

長　

深　

津　
　
　

晃

女
性
部
功
労
者

商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
石
橋
）

　
　
　
　

副
会
長　

大　

関　

啓　

子

商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
上
三
川
町
）

　
　
　
　

監　

事　

中　

原　

み
ゆ
き

優
良
常
勤
役
職
員

喜　

連　

川　

主　

事　

加
藤　

則
行

商　

工　

連　

主　

任　

大
塚　

文
徳

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

組
織
統
一
推
進
枠
部
門

　
（
巡
回
訪
問
の
実
施
、

　
　
　
　
　

伴
走
型
支
援
の
徹
底
）

　
　

益 

子 

町 

商 

工 

会

共
済
部
門

　
　

粟
野
商
工
会

晴
れ
の
表
彰　
28
名
・
２
団
体

表
彰
基
準
日　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

お
も
い
が
わ 
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被災経験をもとに熱心に語る
講師の立石裕明氏

自社の発展を通じてさらなる地域経済と社会振興に寄与
　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
設
立
55
周
年
を
迎
え
決
意
新
た
に

適正な事業運営を目指し
商工会監事セミナーを開催

　

11
月
28
日
、県
内
商
工
３
団
体
が
、

「
地
域
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発

展
の
た
め
の
要
望
書
」
を
福
田
富
一

知
事
と
山
形
修
治
県
議
会
議
長
に
提

出
し
た
。
要
望
書
は
、
商
工
連
の
ほ

か
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
齋

藤
高
藏
会
長
）、
県
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
（
長
島
俊
夫
理
事
長
）
の

連
名
に
よ
る
も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
事
業
者
支
援
の
継
続
や
燃
料
・

原
材
料
価
格
高
騰
対
策
等
の
９
項
目

に
つ
い
て
県
の
支
援
を
求
め
た
。

　

福
田
知
事
は
「
要
望
書
の
趣
旨
を

十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
県
政
推
進
に

活
用
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

商
工
３
団
体
合
同
で
県
と
県
議
会
に
要
望

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支
援
継
続
な
ど 

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
「
設

立
55
周
年
記
念
式
典
」
が
10
月
28

日
、
宇
都
宮
市
の
栃
木
県
青
年
会

館
を
会
場
に
、
県
内
商
工
会
の
青

年
部
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
、
青
年
部

連
合
会
の
深
津
晃
会
長
は
、「
55 

周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
商

工
会
青
年
部
の
使
命
、
果
た
す
べ

き
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
、
今
後
と
も
青
年
部
事
業
の
一

層
の
拡
充
・
強
化
に
邁
進
す
る
と

共
に
、
自
社
の
発
展
を
通
じ
、
さ

な
る
地
域
経
済
・
社
会
振
興
に
寄

与
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。
続

い
て
、
来
賓
に
迎
え
た
久
利
生
県

経
営
支
援
課
長
、
福
田
徳
一
商
工

会
連
合
会
長
、
越
智
俊
之
参
議
院

議
員
（
元
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
長
、
元
広
島
県
青
連
会
長
）

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

式
典
で
は
、
県
青
連
の
発
展
並

び
に
商
工
会
青
年
部
の
指
導
育
成

に
尽
力
さ
れ
た
針
谷
伸
一
氏
（
第

21
代
県
青
連
会
長
）、
大
森
伸
助

氏
（
第
22
代
県
青
連
会
長
）
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
深
津
会

長
に
よ
り
「
決
意
表
明
」
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
真
の
経
営
者
と
な
る

べ
く
努
力
の
継
続
と
、地
域
経
済
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守
り
抜
く
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　

式
典
後
の
基
調
講
演
で
は
、
元

兵
庫
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長

で
、
現
在
は
全
国
の
小
規
模
事
業

　

商
工
連
は
10
月
18
日
、
矢
板
市

の
矢
板
イ
ー
ス
タ
ン
ホ
テ
ル
に
お

い
て
商
工
会
監
事
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
各
商
工
会
の
監
事
及
び
事
務

局
責
任
者
等
65
名
が
出
席
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
よ
り
良
い

監
査
を
行
う
た
め
に
」
と
「
監
査

の
検
証
・
調
査
項
目
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
監
事
の
職
務
や
監

査
の
意
義
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は

適
正
な
監
査
を
行
う
た
め
の
知
識

や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確

認
し
た
。

者
を
対
象
に
経
営
支
援
を
行
っ
て

い
る
（
株
）
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
立
石
裕
明

氏
が
『
阪
神
淡
路
大
震
災
で
学
ん

だ
経
営
者
と
し
て
生
き
抜
く
力
』

を
テ
ー
マ
に
、
被
災
に
よ
り
事
業

再
生
を
し
た
経
験
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
解

説
し
た
。

　

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
続
い
て
お
り
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
自
分
の

事
業
所
や
雇
用
、
ひ
い
て
は
地
域

を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
語
ら
れ

る
と
、
青
年
部
長
ら
は
真
剣
な
表

情
で
耳
を
傾
け
た
。

挨拶する深津晃県青連会長

要望書を提出する福田会長（一番左）

メモを取りながら熱心に耳を傾ける各商工会の監事・
事務局責任者
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【
申
請
の
き
っ
か
け
】

　

い
ち
ご
農
家
を
営
む
主
人
が

生
産
し
た
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
を
お

菓
子
な
ど
に
加
工
し
、
４
年
前

か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売
を

始
め
ま
し
た
。
県
内
外
問
わ
ず

多
く
の
お
客
様
が
来
店
し
て
く

だ
さ
る
一
方
で
、
商
品
の
卸
売

先
が
一
店
舗
し
か
な
く
、
販
路

開
拓
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

商
工
会
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー

ム
事
業
の
提
案
を
頂
き
ま
し

た
。
全
国
区
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
貴

重
な
機
会
だ
と
思
い
、
出
品
を

決
意
し
ま
し
た
。

【
申
請
の
内
容
】

　

数
あ
る
商
品
の
中
か
ら
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
開
発
し
た
自

信
作
の｢

究
極
の
い
ち
ご
バ

タ
ー｣

を
出
品
し
ま
し
た
。
糖

度
12
％
以
上
の
ス
カ
イ
ベ
リ
ー

の
な
か
で
も
一
番
甘
い
部
分
だ

け
を
使
用
し
、
砂
糖
で
は
な
く

テ
ン
サ
イ
糖
を
使
用
す
る
な
ど

健
康
に
も
配
慮
し
た
商
品
で

す
。
ま
た
、
包
装
の
デ
ザ
イ
ン

【
今
後
の
展
望
】

　
「
主
人
が
生
産
し
た
美
味
し

い
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
を
多
く
の

人
に
召
し
上
が
っ
て
も
ら
い

た
い
」
そ
の
一
心
が
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
の
販
売
を
続
け
な
が

ら
、
昨
年
11
月
に
念
願
の
店
舗

を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
店
内
や
お
庭
で
も
飲

食
が
可
能
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
造
り

あ
げ
た
店
舗
に
は
、
地
域
の
皆

様
や
子
供
達
が
来
て
下
さ
い
ま

す
。
今
後
も
、
皆
様
が
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
お
店
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

に
も
こ
だ
わ
り
、
レ
ト
ロ
で
可

愛
ら
し
い
世
界
観
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
特
長
を

申
請
書
で
表
現
す
る
こ
と
は
難

し
く
感
じ
ま
し
た
が
、
詳
細
な

部
分
ま
で
商
工
会
の
職
員
が
親

身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
の

で
心
強
か
っ
た
で
す
。

【
販
路
開
拓
の
成
果
】

　

受
賞
の
連
絡
が
来

た
と
き
は
今
ま
で
の

努
力
が
報
わ
れ
た
よ

う
で
、
と
て
も
嬉
し

く
、
大
き
な
自
信
と

な
り
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
を
き
っ
か
け

に
、
那
須
高
原
Ｓ
Ａ

で
の
販
売
が
決
定
す
る
な
ど
、

目
に
見
え
る
効
果
が
あ
り
、
出

品
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

「究極のいちごバター」
スカイベリーの甘みと、なめ
らかなバターとの相性が抜群。
そのまま食べても美味しいと
評判の究極の一品。温めたパ
ンに乗せると、いちごの香り
が一層ひきたつ。

カフェいちごや　外観
レトロで可愛らしい店舗が好評で
多くのお客様が訪れる

事業の成果について話し合う高山
代表（左）とにのみや商工会職員
の星野主事（右）

　
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
」
は
、
全
国
の
商
工
会
員
か
ら
出
品
さ
れ
た
商
品
を
首
都

圏
で
活
躍
す
る
バ
イ
ヤ
ー
達
が
厳
正
な
審
査
を
行
う
こ
と
で
、
付
加
価
値
向
上
・
販

路
開
拓
に
繋
げ
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
度
、「
カ
フ
ェ
い
ち
ご
や
」（
に
の
み
や
商
工

会
員
）
が
出
品
し
た
「
究
極
の
い
ち
ご
バ
タ
ー
」
が
見
事
、『
審
査
員
特
別
賞
』
を

受
賞
し
た
。

商
工
会
の
販
路
開
拓
支
援
策
「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
」

　

   『
審
査
員
特
別
賞
』
受
賞
に
よ
り
新
た
な
取
引
先
を
確
保

【バイヤーズルームの流れ】

会
員
企
業
と
商
工
会

新
た
な
販
路
開
拓
へ

審査会 ビジネス
マッチング

・事前審査と
　本審査
　（試食・展示会）

・商品評価、
　フィードバック

・流通業者との
　商談機会

・バイヤーを通じ
　た大手小売店等
　での販売機会

全
国
商
工
会
連
合
会

全
国
商
工
会
連
合
会

商
工
会
で
は
会
員
事
業
者

の
販
路
開
拓
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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商
工
連
と
県
女
性
連
の
共
催
に

よ
る
「
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
等
セ
ミ

ナ
ー
」
が
12
月
６
日
、
ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
県
内
の
商
工
会
女
性
部
長

等
75
名
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
福
田
徳
一
商
工

連
会
長
と
三
森
節
子
県
女
性
連
会

長
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

「
魅
力
あ
る
女
性
部
づ
く
り
と
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合

会
の
竹
中
仁
美
会
長
（
滋
賀
県
女

性
連
会
長
）
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

竹
中
全
女
性
連
会
長
は
、
地
元

商
工
会
の
女
性
部
長
と
し
て
取
り

組
ん
だ
特
産
品
開
発
事
業
や
、
県

女
性
連
会
長
と
し
て
推
進
し
た

「
女
性
連
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
紹
介
し
、
部
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
事
業

の
活
性
化
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
効

果
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
事
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
女
性
部
と
し

て
で
き
る
こ
と
や
あ
る
べ
き
姿
を

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
参

加
者
は
竹
中
会
長
の
熱
の
こ
も
っ

た
講
話
か
ら
今
後
の
女
性
部
活

動
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
様
子
で
あ
っ

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
消
費
行

動
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
な
か
な

か
元
に
戻
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
売
上
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
自
社
の
強
み
を
活
か

し
な
が
ら
市
場
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
提
供
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
や
売
り
方
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
。
”
軽
ト
ラ
市

“
は
こ
の
課
題
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
は
、
新
商
品
の
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
顧
客
の
生
の
声
を

直
接
吸
収
で
き
る
実
践
的
な
販
路

開
拓
の
場
と
言
え
る
。

　

こ
の
た
め
商
工
連
で
は
よ
り
成

果
が
高
ま
る
よ
う
、
事
業
研
究
セ

ミ
ナ
ー
を
二
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
た
。

　

一
回
目
は
各
商
工
会
の
役
員
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
「
軽
ト
ラ
市

が
地
域
を
変
え
る
～
デ
ー
タ
で
み

る
軽
ト
ラ
市
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。

愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
の
戸
田

敏
行
教
授
が
、
出
店
者
に
お
け
る

普
段
の
商
売
面
へ
の
影
響
や
考
え

方
の
変
化
な
ど
の
分
析
結
果
を
具

体
的
に
示
し
な
が
ら
、
軽
ト
ラ
市

の
効
果
を
解
説
し
た
。

　

二
回
目
は
、
会
員
の
支
援
を
担

当
す
る
職
員
を
対
象
に「
新
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
と
販
路
開
拓
支
援

技
術
の
向
上
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

で
中
小
企
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
藤
本
隆
幸
氏
が
、
顧
客

と
の
接
点
の
作
り
方
、
商
品
の
特

徴
や
こ
だ
わ
り
を
消
費
者
の
心
に

「
刺
さ
る
言
葉
」
で
表
現
す
る
必

要
性
、
さ
ら
に
は
職
員
に
は
そ
れ

ら
を
実
践
の
場
で
支
援
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

熱
く
説
明
し
た
。

　

商
工
連
で
は
、
来
年
度
「
商
工

会
員
全
体
で
新
た
な
顧
客
を
２
万

人
創
造
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
”
軽
ト
ラ
市
“
を
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
し
た
事
業
を
展
開
し
、

新
商
品
開
発
や
売
上
確
保
を
支
援

し
て
い
く
予
定
だ
。

支給対象（主な要件）

支給限度額 ※１事業者１回限り

中小法人等

支　給　額

20万円 個人事業者 10万円

=基準月の「売上高」の合計－対象月の「売上高」の合計

対象月：2022年４～12月のうち、任意の３か月
基準月：2019年～2021年のうち、いずれかの年の対象月と同じ３か月

※要件②の確認で「付加価値額」を用いた場合、「売上高」に
　代えて「付加価値額」を使用

　栃木県内に主たる事業所を有する中小企業者であり、次の①と②の
要件をどちらも満たすこと

 要件①
対象月の原材料価格、仕入価格、
電気代、ガソリン代等の経費が、
基準月と比べて10％以上増加

 要件②
対象月の「売上高」又は

「付加価値額」の合計が、
基準月と比べて30％以上減少
※付加価値額：営業利益+人件費+減価償却費

県中小企業者物価高騰等対策支援金

竹中全女性連会長と三森県女性連会長を中心にリー
ダー達が集う

軽トラ市の効果に耳を傾ける商工会役員と職員

 
軽
ト
ラ
市
”
で
顧
客
創
造
目
標
２
万
人

　
　
　
支
援
意
識
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
二
回
開
催

講演する竹中全女性連会長

より魅力ある女性部を目指して
　　　全女性連会長による講演会を開催　 県商工会女性部連合会

  

令
和
４
年
度   

 
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
等
セ
ミ
ナ
ー



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

　

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
の

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
11
月

18
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
日
）
に

か
け
て
東
京
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
大
消
費
地
で
あ
る

首
都
圏
に
お
い
て
展
示
販
売
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
開
発
し
た
商
品
の
Ｐ

Ｒ
や
販
売
力
の
向
上
等
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
実
施
し
た
上
で
、
全
国
か

ら
１
３
２
事
業
者
が
出
展
。
３
年

ぶ
り
に
試
食
販
売
が
可
能
と
な
り
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
も
拡

充
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
㈲
と
ん
太
フ
ァ

ミ
リ
ー
（
益
子
町
）
が
出
展
し
、

自
家
製
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
使
用
し
た

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
の｢

と
ん
太
ド
ッ

グ｣
等
を
販
売
し
た
。「
出
来
立
て

熱
々
の
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
で

美
味
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
消
費
者
の
反
応
を
直
に
感

じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

商
工
会
地
域
の
事
業
者
に
と
っ

て
は
都
心
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
貴
重
な

場
と
な
っ
て
い
る
。
出
展
を
き
っ

か
け
に
、
販
路
開
拓
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

〝
商
品
の
魅
力
を

　
　
　    

大
消
費
地
で
発
信
〟

　とちぎの元気な森づくり県民会
議等事業では、「とちぎの元気な
森」を次の世代に引き継いでいく
ための県民運動や、事業の普及啓
発活動等を行います。
　詳細・活動内容等について、ＱＲ
コードからぜひご覧ください。

とちぎの元気な森づくりを
みんなで応援しよう

実演販売により多くの関心を集めた

申請事業者 申請類型 補助上限 補助率

インボイス
転換事業者

通常枠 １００万円

２／３
※賃金引上げ枠の赤字事業者

については３／４

賃上げ・卒業・創業・後継ぎ枠 ２５０万円

上記以外の
事 業 者

通常枠 　５０万円

賃上げ・卒業・創業・後継ぎ枠 ２００万円

インボイス枠（2023 年 2月まで） １００万円

　免税事業者からインボイス発行事業者に転換する事業者（インボイス転換事業者）に対し、令和４年度
第２次補正予算実施分から、全ての申請枠で補助上限を一律50万円上乗せします。
（最大250万円補助）※詳細は今後公表される公募要領を必ず確認してください。

小規模事業者持続化補助金による
販 路 開 拓 支 援

スケジュール
令和４年度 第11回：令和５年２月下旬

令和５年度 令和４年度第２次補正予算成立後、公募開始（転換事業者向け開始）

２．補助対象事業
販路開拓を目的とした、店舗改装、広告掲載、
展示会出展費用　など

【事例】 蕎麦屋が地元特産のかき揚げをセットメ 
 ニューに追加するため高性能フライヤー 
 を導入。新規顧客の増加、顧客単価アッ 
 プを目的として地元メディアに広告を出稿。 
 

１．補助対象者
商工会地域で事業を営み、常時使用する従業員数が
下記の事業者
・商業、サービス業（宿泊業、娯楽業を除く） ：５人以下
・上記以外の業種 ：20 人以下

３．補助上限、補助率 赤枠内がインボイス転換
事業者向け

インボイス転換事業者向け新設


